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○ 取扱い 

原則として、「Ｐ」病名に対して、スケーリング（再スケーリングを含

む。）のみを実施した場合における歯周病安定期治療の算定は認めない。 

 

○ 取扱いの根拠 

歯周病安定期治療は、スケーリング・ルートプレーニング後の歯周病検

査又は歯周外科手術等を行った後の歯周病検査の結果、一部に深い歯周ポ

ケットや根分岐部病変が残存しているため歯周組織の健康は回復してい

ないが、病変の進行は停止している状態において必要であるとされており、

一般的には、歯周病安定期治療の対象となる歯周病の治療としては、スケ

ーリング・ルートプレーニングが必要であると考えられる。 

 

○ 留意事項 

全身状態等によりスケーリング・ルートプレーニングが実施できない特

段の理由がある場合においては、個々の症例により適切に判断する必要が

ある。 


